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土砂量算出のための高精度DEM補正技術 

国際航業株式会社

本  社 〒102-0085  東京都千代田区六番町２     （TEL. 03-3262-6221） 
東京事業所 〒183-0057  東京都府中市晴見町２－２４－１（TEL. 042-307-7100） 

キーワード：レーザ計測，多時期，モニタリング，土砂量算出，補正技術 

1. 概 要 

通常，航空レーザ（LP）計測によって取得された数値

地形モデル（DEM）は，測量成果の精度基準を満たして

いますが，2時期のLPデータを使用する場合は，僅かな

位置ずれが解析に影響を与える場合があります． 

特に土砂量算出などの差分解析に利用する場合には

『適切な位置補正処理』が欠かせません．当社の保有す

る２つのDEM解析技術，「3D-GIV（特許 第4545219号）」

と「差分異方性解析」を組み合わせることで位置誤差と

斜面変状を切り分け，正しく土砂量を算出することが可

能になります． 

2. 特 徴

水平誤差を持ったままのDEMを利用して差分解析など

により土砂量を算出すると，大きな差分誤差が発生しま

す（図1）．一方，斜面変動が含まれるDEMから水平誤差

だけを補正するためには，正しく誤差領域を特定して，

その領域の統計解析によって誤差方向と量を厳密に求め

る必要があります． 

そのため，まず「①3D-GIV解析」によって２時期の

DEM間における変動状況を把握し，専門技術者の判断に

よって誤差領域を特定します．続いて，得られた誤差領

域に対して「②差分異方性解析」を実施し，三次元補正

量を算出して誤差を補正します（図2）．この結果得ら

れたDEMから正しい解析結果（＝土砂量）が得られます． 

自動処理による変動量算出・補正処理では「修正して

はならない微小変動」さえも補正してしまうおそれがあ

ります．２段階の解析の間に土砂移動現象・レーザ計測

に関する知識を持った技術者の判断が加わることで，正

しい誤差補正と土砂量の算出が実現できます． 

図1. 位置誤差補正前後のDEM差分結果（左：補正前，右：補正後）

① 3D-GIV(画像マッチングによる移動ベクトルの算出)
多時期のDEM を⽤いて各種の地形量を画像化し，画像マッチング⼿法

の応⽤により地形的特徴点のずれ量の三次元変位ベクトル（⽔平変位量
および鉛直変位量）を求めます．DEM陰影図上に各地点のベクトル量を
表⽰するとベクトル量から対象地域の⾯的な地表⾯変動と系統的誤差を
的確に把握することが可能となります． 

元来は地すべり・岩盤クリープなどの微⼩な斜⾯変位を抽出するため
の⼿法として開発されましたが，系統的な誤差を持つ範囲を把握するた
めにも有⽤な⼿法であることから補正フローに組み込まれました． 

図2. DEM誤差補正フロー 

② 差分異⽅性解析 
DEM 全体が特定の⽅向にずれを持つ場合，差分結果には斜⾯⽅位に応

じて誤差が⽣じます．（ずれ⽅向の斜⾯⽅位において最⼤誤差を⽰す）
この原理によって DEM⽔平誤差の「⽅向」と「量」が導き出され，補正
量を特定することが可能となります． 

この解析を⾏うためには⼀様な誤差を持つ範囲を正しく設定する必要
があるため，3D-GIV解析による誤差領域設定が重要になります． 

【問合せ先】 

国際航業株式会社  担当 佐藤 匠（TEL. 042-307-7438） 

Ⅰ-２-10

2014年4月追加
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ソーラー式無線警報システム

北陽建設株式会社

本 社 〒398-0003長野県大町市社5377(TEL．0261-22-1170)

キーワード：地すべり、土石流、無線、バッテリー作動、ソーラー式

1. 概 要

本装置は、無線を使用して接点信号を伝達する装
置です。各種センサー(土石流センサー、伸縮計等)
からの接点信号は、送信器が無線信号として発信し
ます。信号を受けた受信器が内蔵するバッテリーか
ら給電することで、接続されたLED回転灯、サイレン
等を作動させ、周囲に警戒情報を報知します。消費
電力を抑えることで、ソーラーパネルによる給電を
基本としています。山間部、河川内、工事現場など
電源確保の難しい現場での使用が可能となりまし
た。また無線式であるため、各種センサーから警報
機器までの配線が無用となり、設置の迅速性が格段
に向上しました。

2. 特 徴

(1)利 点

従来の警報装置に比較して次のような利点があり
ます。
①無線式であるため、信号線の配線が不要
②受信器はソーラーパネル給電によるバッテリーで
作動

③受信器は無日照で約10日間作動(満充電時)
④送信器はリチウム電池で作動し、電池寿命は1年
軽量で人力による地すべり頭部等への運搬が容易

⑤中継器(200～800mに1箇所)を使用することで伝達
距離を伸ばすことが可能で、中継器の使用台数は
理論上無制限

⑥受信器・中継器・ソーラーパネルは、単管パイプ
に取り付けができるようクランプを装備

⑦登録した機器のみ受信、混信による誤作動がない
⑧送信器のID番号(1～7×A～B、計14)で接点信号を
出した機器を識別

⑨送信器からの定期的な信号により動作確認が可能
⑩撤去時の配線等の産廃処理が軽減

(2)使用上の注意点

無線を使用しているため、環境により受信状況が
変化したり、季節により日当たりが変化する。作動
状況を維持するため、以下が重要である。
①設置時の受信状況の確認
②定期的なメンテナンス

3. 導入実績・特許等

国や県の災害･工事現場に約200件の導入実績

【問い合わせ先】
北陽建設株式会社 地質コンサルタント部

担当 猪又、竹内 (TEL．0261-22-1170)

-1 設置イメージ、受信器設置状況図
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102-0073 4-2-6 TEL. 03-3234-0811  
305-0841 43 TEL. 029-851-6621  
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地中音測定装置

株式会社 拓和 

本社：〒101-0047 東京都市千代田区内神田1-4-15 

キーワード：水みち、地下水、斜面崩壊、地中音、小型

１．概 要 

 地中には、地下水の流れる音、砂礫の摩擦音、風

の音、昆虫の動く音など様々な音が存在しています。

地中音測定装置は、ノイズカットフィルターと音量

調節によって地中の様々なノイズを軽減し、地下水

の流れる音を取り出すことができます。 

 地下水の集中して流れる場所を水みちと呼びます

が、水みちの近くで地中音は最も強くなる性質があ

ります。本装置は、地中音の最も強くなる場所を探

すことで水みちの場所を特定します。地下水が流れ

ている場所が問題となる様々な場面での応用が期待

されています。 

２．特 徴 

・その場で水みちの場所を即座に判断できる 

・ノイズを軽減し地中の小さな音が聴き取りやすい 

・小型・軽量で持ち運びが容易 

・地中の音をデジタルデータ化し、パソコンに取り 

 込める 

・コンビニでも買える乾電池（単３×８本）で動作 

３．用 途 

（１）斜面の防災対策 

 ・斜面の崩落危険箇所の予測 ・ハザードマップの

精度向上 ・間隙水圧計や土壌水分計等の設計・施

工 ・集水井・横ボーリングの設計・施工 

（２）道路の防災対策 

 ・道路のり面の崩落危険箇所の予測 ・林道の崩落

危険箇所の予測 ・擁壁水抜き位置の設計・施工 ・

林道等路線の設計 

（３）ダム・堤防の防災対策 

 ・ダム等の漏水箇所検知 ・堤防決壊危険箇所予測 

（４）その他 

 ・地下水や井戸の位置探査 ・樹木の鼓動などの自

然観察に... 

図－１ 地中音測定装置測定イメージ 

４．導入実績・特許等 

・納入実績：森林総合研究所、新潟大学、台湾大学、

民間コンサル 等 

・地中音測定装置およびこの装置を用いた水みちの

探査方法（特許第 4468236 号） 

【問合せ先】 

株式会社拓和 営業統括本部（TEL.03-3291-5873） 

10

2014年4月追加



ＣＢＢＯ型砂防えん堤
共生機構株式会社

本  社 〒160-0022 東京都新宿区新宿1-23-1（TEL.03-3354-2554）
営業所：札幌、山形、新潟、長野、三島、大阪、東瀬戸内、広島、福岡

キーワード：透過型砂防えん堤，鋼製スリット，土石流捕捉，流木捕捉，緊急対策 

1. 概 要
CBBO（Cross Beam Buttress Open Dam）型砂防え

ん堤は、土石流捕捉のための機能部材として、着脱
可能な横ビームをメインに、その直前面にそれとク
ロスさせる形で縦に鋼管ビームを配し、それを背後
で支える構造部材として、直線形鋼矢板による鋼殻
をまとったコンクリート扶壁を組合わせた閉塞型の
透過型えん堤である。
スクリーン機能部材は、扶壁構造体の前面で直接

支承させる仕組みを工夫することによって、両者の
合体を図る。これによって、一連のスクリーン部材
で扶壁ならびに天端ストラット構造体の全域がもれ
なくカバーされる形となり、土石流衝撃力が大巾に
軽減され、結果として冗長性の高い構造システムが
具現されている。
透過部構造体の要となる横ビームを、扶壁前面で

支承させて着脱機能をもたせながら、なおその上で
離脱防止に万全を期する仕掛けの主役は、直線形鋼
矢板の嵌合継手。この継手のおかげで、スペーサー
を兼ねた離脱防止のためのジョイントユニットを介
して、横ビームを扶壁前面に直接取付けることが可
能となる。

2. 特 徴
(1) 機能部材と構造部材の役割に明確な一線を画
し、前者の背後に後者をおくことによって、後者に
対する土石流の直撃を防ぎ、その衝撃力を大幅に軽
減していること。
(2) 機能・構造両部材の接合に高力ボルトや溶接な
どを一切用いず、直線鋼矢板の嵌合継手を活用する
ことによって、設計施工の便宜を図るとともに、機
能部材の着脱・交換を容易にしていること。
(3) それによる派生効果として、機能部材の主役を
演ずる横ビーム鋼管の加工を一切割愛できるように
なり、衝撃エネルギー吸収性能の倍増を実現させて
いること。
(4) 横ビームの土石流捕捉機能を補完する縦ビー
ムを、前者の前面に重ね合わせる形で配置すること
によって、後者についてもまた前者におけると同様
に、格子節点部における加工を無用としていること。 
(5) 構造部材の中核を占める扶壁構造体は、コンク
リートを併用した合成鋼構造とし、高力ボルトや溶
接等による接合手段を極力排除することによって設
計施工の単純合理化を図っていること。

3. 特許等
建設技術審査証明（砂防技術） 第 0703 号

機能部材

写真-3 施工状況全景

写真-1 構造部材施工 写真-2 機能部材取付

＜施工状況＞

扶壁(バットレス)

構造部材

横ビーム

縦ビーム

ジョイントスペーサー

ジョイントスペーサー

拡大図横ビーム



 

 

ＩＮＳＥＭ-ダブルウォールえん堤 
共生機構株式会社 

本  社 〒160-0022 東京都新宿区新宿1-23-1（TEL.03-3354-2554） 
営業所；札幌、山形、新潟、長野、三島、大阪、東瀬戸内、広島、福岡 

 
キーワード：鋼製えん堤，INSEM工法，現地発生土の有効利用，工期短縮，コスト縮減 

 
1. 概 要 
ＩＮＳＥＭ－ダブルウォール工法は、従来のダブ
ルウォールえん堤の中詰材として砂防ソイルセメン
トのINSEM材を使用した砂防えん堤工法である。 
INSEM材は、砂防えん堤等を構築する現場で発生す
る掘削土砂や河床砂礫にセメント等を攪拌・混合し
た堤体材料で、現地発生土砂を有効活用できる特長
があるが、砂防えん堤本体に用いる場合に土石流の
直撃を受ける部位等には適用できないという問題や、
目標強度６Ｎ/mm2 以上とする必要があるなどの制約
がある。そこで、INSEM材を、ダブルウォールえん堤
の中詰材として用いることによって、常時流水や土
石流の直撃を受ける堤体本体に適用できるとともに、
目標強度は1.5Ｎ/mm2 程度あるいはそれ以下の低強
度レベルのものが使用可能となり、INSEM材の適用範
囲が大幅に広がるものである。 

2.  特 徴 
(1)  現地発生土砂の有効活用が図れる 
ダブルウォールえん堤の中詰材として用いる現地
発生土砂が粘性土系など単独ではまき出し、敷均し、
締固め施工が困難な場合にも、セメントを添加する
ため、作業性の改善と同時に中詰材としての物性値
の向上が図られ、重力式コンクリートえん堤と同程
度の断面を実現できる。 
INSEM材は、施工性の改善と重力式構造物としての
一体性が確保できるだけの強度を有していればよい
ため、従来の砂防ソイルセメントえん堤では実現で
きなかった低強度レベルのものが使用可能となり、
砂防ソイルセメントを積極的に活用できるようにな
る。 
(2)  土石流にも強い 
高強度の上流壁面材を配置したダブルウォール構
造の中詰にINSEM材を用いることによって、掃流域
はもとより土石流域の砂防えん堤にも適用できる。 
(3)  短期施工が可能 
 壁面材の固定方法はタイ方式を採用しているので、
アンカー方式のように強度発生を待つ必要がなく、
連続施工が可能である。 
(4)  経済性に優れる 
 堤体材料には現地で発生する土砂を活用し、現地
でセメント等と攪拌・混合して用いるため、通常の
重力式コンクリートえん堤よりも経済的にえん堤を
構築することができる。さらに，掘削残土処分のコ
ストも削減できる。 
 

 
＜土石流捕捉事例＞

 
三重県 桑名建設事務所 西ノ貝戸川 

 

3.  特許等 
 建設技術審査証明（砂防技術） 第 0504 号 
 

タイ材 

下流側壁面材 

上流側壁面材：鋼矢板 

中詰材 
INSEM 材



Δ型流木止
共生機構株式会社

本  社 〒160-0022 東京都新宿区新宿1-23-1（TEL.03-3354-2554）
営業所：札幌、山形、新潟、長野、三島、大阪、東瀬戸内、広島、福岡

キーワード：流木捕捉工，鋼製スリット，流木捕捉，緊急対策，鉄骨コンクリート 

1. 概 要
Δ型（デルタ型）スリットダムは、メインフレー

ム部材として2本の鋼管を使用し、これをΔ型に組立
てた透過型スリットで、鋼管同士の接合に鉄とコン
クリートとの複合構造を採用している。

2. 特 徴
(1) 高度で複雑な加工技術を必要とする鋼管溶接
継手やフランジ継手を使わず、材料の持つ特性を合
理的に活用したハイブリット構造を採用することで、
加工の単純化が図られ、それがコスト縮減に反映さ
れている。
(2) メインフレームに鋼管を使用し、コンクリート
を充填しているため、耐衝撃抵抗力が大きい
(写真-1)。

(3) 鋼管のボルト連結部はすべてコンクリートに
埋め込まれているため、流木などの直撃から保護さ
れており、外観上もシンプルな構造である。
(4) 単体のΔ型同士は、天端をストラットフレーム
で連結してあるため、流木や礫などが流れ方向から
偏心して衝突した際にも、十分な抵抗性能を有する。 
(5) 掃流区間における流木対策施設に適用できる
（または土石流区間の副堤にも設置が可能）。

3. 特許等
特 許：第2576020号

ヘッドフレーム
鋼板

ストラットフレーム
鋼管

基礎コンクリート

充填コンクリート

メインフレーム結合材
Ｈ形鋼

溝形鋼
基礎フレーム

メインフレーム
鋼管

写真-1 実物大試験(衝突の瞬間) 
(衝突速度 U=10m/s，衝突 E=80kN･m)

国土交通省 北陸地方整備局 飯豊山系砂防工事事務所

＜流木捕捉事例＞

穴渕砂防堰堤流木止

北海道室蘭土木現業所 慶能舞川砂防堰堤流木止

※北陸地方整備局管内事務所・記者発表より



 

 

スーパーセルえん堤 
共生機構株式会社 

本  社 〒160-0022 東京都新宿区新宿1-23-1（TEL.03-3354-2554） 
営業所：札幌、山形、新潟、長野、三島、大阪、東瀬戸内、広島、福岡 

 
キーワード：鋼製えん堤，土石流，現地発生土の有効利用，工期短縮，緊急対策 

 
1.  概 要 
スーパーセルえん堤は、セグメント化した直線形
鋼矢板を千鳥配置に組立てた外殻の中に、掘削土砂
または河床砂礫等を中詰した構造物である。 

2.  特 徴 
(1) 鋼矢板セルえん堤は、直線形鋼矢板の高張力継
手(爪)の嵌合のみで組立てられたボルトレス構造で
あり、土石流等の衝撃力に強い構造物である。 

(2) 直接基礎で設置できないような悪い地盤で鋼
矢板の打込み施工が可能であれば、長尺鋼矢板を支
持地盤まで打込んだセル型の基礎工を設置し、その
上部に鋼矢板セグメントセルえん堤を施工すること
で、地中部にも地上部と同じ機能を持つ重力式構造
体を作ることが出来る。それによって基礎改良等が
不要となり掘削土工量を大幅に低減することが出来
る。 

(3) 外殻となる鋼矢板壁面材以外に構造部材が無
いため、中詰材の搬入、まきだし、締固め等の土工
作業が容易であることに加え、中詰材料や施工方法
の自由度が大きい。 

(4) セルえん堤は、1函ごとに独立しており、間隔
をあけて配置することで透過型えん堤とすることが
できる。また、不透過型えん堤であっても、狭小の
隙間をあけてセルを設置することによって水抜孔の
役割を発揮し、転流工の計画も容易となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-1 鋼矢板基礎施工 写真-2 鋼矢板設置 

写真-3 鋼矢板挿入 写真-4 中詰 

写真-5 北海道開発局 覚生川 3号遊砂池えん堤 

写真-6 岩手南部森林管理署 産女川災害関連緊急治山工事 

＜施工状況＞ 

＜施工事例＞ 

中詰材：現地発生土 

直線形鋼矢板セグメント 

天端保護コンクリート 



 

 

テンサーダブルウォール 
共生機構株式会社 

本  社 〒160-0022 東京都新宿区新宿1-23-1（TEL.03-3354-2554） 
営業所：札幌、山形、新潟、長野、三島、大阪、東瀬戸内、広島、福岡 

 
キーワード：補強土，間詰擁壁，道路擁壁，ジオテキスタイル，二重壁 

 
1. 概 要 
ジオテキスタイル補強土擁壁である「テンサーダ
ブルウォール」は，緑化可能な鋼製壁面材に補強材
としてジオテキスタイルを用いた構造である。補強
材の定着に土の摩擦抵抗を期待した背面開放型だけ
でなく、地山に沿わせた補強材と水平補強材を物理
的に連結する背面閉合型とすることも可能であり、
間詰部など定着長が不足するような狭い場所にも設
置可能となっている。また、転落防止柵の取り付け
機能が内蔵されている。 

2. 特 徴 
(1)  二重壁構造 
「テンサーダブルウォール」は、その名が示すよう
に、ジオテキスタイル補強材を使用した二重壁構造
が最大の特色であり、土の摩擦抵抗ではなく補強材
同士が直接連結されているため、補強材の定着長に
支配された断面ではなく、重力式擁壁と同等まで狭
くすることが出来る。（図-1） 
その結果、間詰部や道路拡幅など、掘削が制限さ
れ十分な壁体幅を確保できないようなところにも、
設置することが可能となる。使用例として、 
付替道路、工事用進入路、間詰擁壁など。 
(2)  コスト縮減 
 急峻な地形では、下半分を二重壁式補強土壁、上
半分を内部拘束のジオテキ補強土壁とした複合擁壁
とすることで、掘削ミニマムのニーズに応えられる
だけでなく、コストミニマムを実現できる。 
(3)  環境・景観 
壁面のバリエーションに、緑化タイプ、防草タイ
プ、間伐材タイプなど様々な種類があり、景観に配
慮した構造とすることが可能である（写真-3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)  施工中の安全 
鋼製壁面材に転落防止柵取付機能が内蔵されている
ため、施工中の安全対策はもとより、土構造物で重
要な壁面際の転圧も安全かつ入念に行うことができ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 導入実績・特許等 
   特 許 ：第 2655131 号 
実用新案：第 3111278 号  
Netis ：CB-990067-V 図-1 背面閉合型と背面開放型 

写真-1 間詰擁壁 

写真-2 道路擁壁 

写真-3 壁面のバリエーション（左：緑化、右：間伐材）



 
 

 
 

 

 

 



 
 

 
 

 
 

 

 



 
   

 

 

 

1.

 
 

2.

400 600
800  

  

 

 

 
,

 

 

 

3.

2009 4 50
 

表-1  
  
  

  
  

  
  

( )
18 2  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-1 

写真-2  

 
TEL.03-5644-5409



 

 

残置型枠 ＳＳＳフォームレス工法 
共生機構株式会社 

本  社 〒160-0022 東京都新宿区新宿1-23-1（TEL.03-3354-2554） 
営業所：札幌、山形、新潟、長野、三島、大阪、東瀬戸内、広島、福岡 

 
キーワード：型枠，残置，安全，転落防止，足場不用 

 
1.  概 要 
ＳＳＳフォームレス工法は、壁面材に嵌合式U型鋼

板セグメントを使用した残置型枠である。使用する
Ｕ型鋼板にはＵ型鋼矢板と同様に嵌合できる継手を
有しており、交互にはめ込んでいくことで壁面を構
築することができる。構築した壁面は波板状になっ
ているため、暑さ1.6mmと薄い鋼板であるがコンクリ
ートの側圧に十分抵抗できるものとなる。 
壁面パネルの支持構造は、パネルに専用座金を取
り付け、そこにタイ材を溶接して支保するものでい
たって簡単な構造である。 

2.  特 徴 
(1) Ｕ型鋼板セグメントは軽量（長さ1.5m；重さ
6kg）で、しかも鋼矢板と同じ嵌合継手になっている
ので、交互にはめ込むだけで簡単に構築していくこ
とができる。 
(2) 千鳥配置で先行する鋼板セグメントが転落防
止柵の役割を果たす。また、組立作業は内側から行
うことができるので、壁体内での作業スペースが確
保されれば型枠設置の足場は不要となる。 
(3) 壁面パネルは、Ｕ型鋼矢板と同様に波状になっ
ているので、薄板鋼板でもコンクリートの側圧に十
分抵抗できる断面性能を持っている。したがって、
鋼重がきわめつけに軽くなり、材料のコスト縮減、
ひいては工事費削減となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-4 施工中外観 

図-1 構造図 

写真-1 Ｕ型鋼板差込状況 写真-2 地山との取合 

写真-3 擁壁裏型枠 

写真-5 国)越美山系砂防事務所 河内谷第 2砂防堰堤 

写真-6 国)松本砂防事務所 東俣第 2号上流砂防堰堤 

＜施工事例＞ 



 

 

残置型枠 間伐フォームレス工法 
共生機構株式会社 

本  社 〒160-0022 東京都新宿区新宿1-23-1（TEL.03-3354-2554） 
営業所：札幌、山形、新潟、長野、三島、大阪、東瀬戸内、広島、福岡 

 
キーワード：型枠、残置、間伐、自然、安全、転落防止、足場不用 

 
1.  概 要 
間伐フォームレスは、間伐材をコンクリート打設
の際のせき板とすると共に、堰堤や擁壁のコンクリ
ート躯体の木調壁面材として残置させる工法である。 
間伐材と、それを支える縦材や斜タイ材という軽
量部材を用いる簡易な構造であり、重機等も熟練工
も必要とせず、日曜大工なみの軽作業で組立ができ
る。また、すべての作業が壁面の内側からでき、外
側の作業足場は不要となる。壁面は転落防止柵の役
割も兼ねている。 
在来型枠工法で、組立、脱型、型枠清掃等にかか
っていた手間を省くことができる。 
 
2.  特 徴 
(1) 間伐材はもちろん、加工材、現場での発生材も
曲がりが少なければ使用できる。 
(2) 縦材が転落防止の安全柵となり、作業はすべて
内側からなので、外側の作業足場は必要ない。 
(3) 間伐材も鋼材も簡単に組み立てられ、重機も熟
練工も必要としない。 
(4) 加工材を使用し、取り替え可能な構造とするこ
ともできる。 
 
3.  特許等 
実用新案：第3095342号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 構造図 

写真-2 漏れ防止材貼付

写真-6 国)松本砂防事務所 東俣第 2号上流砂防堰堤 

写真-1 組立全景 

写真-4 愛知県 設楽事務所 小規模治山 25 号 

写真-5 熊本県 阿蘇地域振興局 復旧治山工事楯平 1号 

＜施工事例＞ 

写真-3 国土交通省 四国山地砂防事務所 坂本谷 
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【問合せ先】 

 国土防災技術株式会社  担当：朝日（TEL. 078-221-2213） 
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【問合せ先】 

 国土防災技術株式会社  担当：朝日（TEL. 078-221-2213） 

非非解解型型ママッットト  分分解解型型ママッットト  
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